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〔抄録〕我々研究グループは、初等中等教育機関において、理科教科の中で、デジタルコンテン

ツの共有化・再利用を目的にした開発と活用について、XML を技術基盤とした「デジタルコンテ

ンツ」の概念、実用的な”学習環境”の開発、それらの活用方法について実践研究を平成 14 年

度より継続している。本発表は、学会・研究会等で発表してきた内容をさらに数多くの教育機関

および教育関係者への情報発信（普及）を図るために、平成 15 年度に神戸市の公立の 3小学校

で行った取り組みと成果の一部について報告をする。また本報告は「理科大好きやねん神戸先進

的デジタルコンテンツの開発と活用」研究会（2003.4-現在）の活動の中で実施したものである。 

〔キーワード〕デジタルコンテンツ、情報教育、理科教育、e-leraning(普及（共有、再利用）)  

 

                                                  
φ * 兵庫大学, ** 神戸市教育委員会,** * 理化学研究所, **** 筑波大学, ***** NTT データ,  
φ * hirai@hyogo-dai.ac.jp, 

** {taisuke_matsuzaki,takashi_aoki,tetsuo_kumamaru,kazumasa_yoshida}@center.ed.city.kobe.jp, 
*** {kawai,takahei,ebisu}@riken.go.jp, ****{uematsu}@slis.tsukuba.ac.jp, *****{nittak,asamizu}@nttdata.co.jp, 

1. はじめに 

学校教育において、情報メディアが広く提供され、

実際の授業での本当の有効活用が求められている。本

論文では、情報メディアを、情報技術（コンピュータ）

を利用して活用できるメディアをデジタルコンテンツ

と定義する。具体的には、本論文で取り上げるデジタ

ルコンテンツとは、教員が授業実施のために用意する

デジタル素材とデジタル素材群（デジタル教案）をい

う。以下本論文においては DC という。 

 

2.実践的研究の背景・目的 

2.1 目的 

神戸市の公立の初等中等教育機関において、理科教

育を中心とした教科教育の中で、コンピュータやネッ

トワーク等を用いて、「わかる授業の実現」を図るた

め、先進的なデジタル素材やデジタル教案の開発と利

用の円滑な実施およびそれらを取り巻くマルチメディ

ア教室のあり方などの効果的なモデル策定の検討を行

うことを目的とした。 

2.2 策定委員会の設置 

①平成 14 年度：準備段階 

『神戸市先進的教育用デジタルコンテンツの開発と

利用モデル策定』委員会 

②平成 15 年度：本格稼動 

『理科大好きやねん 神戸デジタルコンテンツ開発

と活用』研究会 

2.3 研究会などにおける関連機関 

神戸市教育委員会,授業実施学校,理化学研究所, 

筑波大学,兵庫大学,ＮＴＴデータ. 

2.4 関連するプロジェクト 

①理科大好きプラン（文部科学省） 

②産学官連携ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出事業（３ヶ年） 

③神戸市での各種研究会 

上記の要件を考慮しつつ、我々は、学習指導案に

対応した最先端の研究成果を反映したDCと教育機関

の保持する地域性に富んだDCの両方を平易に蓄積で

きネットワークを介し普及（共用再利用）できるシ

ステムの仕組みについて研究開発を取り組んでいる。 

 

3.本研究の全体像 

まず本研究の全体像を以下に示す。 

1） 一斉学習指導用プレゼンテーションツール 

2） XML データベース管理システム 

3） 教育現場での活用方法および利用促進 

4） デジタルコンテンツの収集・作成 

5） 教員のスキルアップ（教員研修） 

 

4.開発しているシステムと関連規格 

本研究開発システム「前述 1）と 2)」の主な仕様は、

国際標準規格の ADL SCORM1.2, IMS LOM1.0 に準拠して

いる〔図１〕。特に DC は、普及（共有・再利用）に適

していると考えられるメタデータの１つ国際規格であ

る LOM(Learning Object Metadata)規格に準拠している。  

これに基づいた LOM が、素材、ページ、ブロック単

位にすべて一対一対応で付加されている。 

[補足]初等・中等教育機関の LOM は、国立教育政策研



 

究所_教育情報ナショナルセンター(NICER)において、

新学習指導要領に基づき、実際の学習用語で検索でき

るように整備されている。 

（http://www.nicer.go.jp/intro/#lom（2004.5.2）） 
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図１ 関連する規格 

 

5.DC 活用した授業の進め方 

本研究では、DC の普通教科授業（研究発表的な要素

を、できる限り児童・生徒には認識させない）での活

用/普及が主目的である。 

〔実施学校での進め方〕 

1) 授業実施の計画の作成（教科書/指導書（詳説）に

あわせた DC の活用方法を含んだ学習指導案の作成 

2) 授業内容の打ち合わせ（授業実施前日等での実施） 

3) デジタルコンテンツの準備（2）同様） 

4) 授業の実施（関係者は授業に参加する） 

5) フィードバック 

 

6.授業実施：平成 15 年度研究会の活動内容 

 平成 15 年度に行った活動内容は次のとおりである。 

平成15年度 理科 大好きやねん神戸！！
デジタルコンテンツ開発と利用 取り組み 内容

SPP取り組みSPP取り組み

４月：全体研修

４月：実施校説明

５月：理研＆筑大見学

５月：ソフト教員研修

６月：教員（千小）研修

6-7月：井小４年「空を見上げる」授業実施

6-7月：東小４年「空を見上げる」授業実施

７月：教員（KEC）研修

８月：教員研修（中間報告）

８月：教員（理研）研修

８月：井小 教員への普及

８月：千小 全体教員研修

９月：東小 教員への普及

10月：市全体中間報告（教員研修）

8-9月

３小学校
２学期授業

事前相談

10-12月：井吹西小 授業実施

・5年「自然災害と気象情報」（4ｸﾗｽ）
・6年「大地のつくり」（4ｸﾗｽ）
・1-6年「震災授業」（1月実施）

10-12月：東須磨小 授業実施

・5年「自然災害と気象情報」（2ｸﾗｽ）
・6年「大地のつくり」（2ｸﾗｽ）
・その他 自主的に（3/4年）

10-2月：千鳥ヶ丘小 授業実施

・3年「日なとと日かげ」（3ｸﾗｽ）
・5年「水のはたらき」（1ｸﾗｽ）
・6年「大地のつくり」（2ｸﾗｽ）
・4年「水のはたらき」（2ｸﾗｽ）

H16.2月：情報教育（教員研修）連携

1月・3月：教員研修（理科部・最終報告）

事前相談 ｺﾝﾃﾝﾂ有志作成 授業実施 発表 評価反省
研究会 自主取り組み研究会 自主取り組み

１２月：報告会にむけて

図 2 研究会活動内容（平成 15 年度授業実施概要） 

 

7．授業実施における結果と考察 

 本授業の考察は、記録カード（自由記録）、VTR を用

いた記録、校内研修等の反省会から考察した。 

<利点> 

①DC は、導入時に学習者(児童)をわくわくさせ非常に

効果的で、思考の流れがスムーズである。特に地球と

宇宙領域では、導入部分、発表手立て、課題づくりが

大半であった（3小学校授業実施）が、物質とエネルギ

ー領域では、検証時に確認にも利用できる。 

②本研究開発システムを利用することでDCを必要な部

分で戻ったり、繰り返しができることやデジタル板書

により効果的に利用できる。 

③DC と実験の併用（交互の利用）で有効的である。 

④（校内）自作コンテンツは、学習者の親近感がある。 

⑤DC は余計な説明が不必要である。 

⑥多数の学習者を一点に集中させることが可能である。 

 

8.今後の課題 

本論文では、実践研究の全体概要と平成 15 年度の授

業実施の成果の一部を示した。平成 16年度は、平成 15

年度に実施した実践授業の中で、部分的・全体的な両

面の考察を基盤に、本研究開発システムとの連携を図

りながら下記の課題を踏まえ遂行している。また他授

業実施についても学習者（児童）の記録カードなどか

ら学習効果について別途考察することとする。 

① 授業担当教員が膨大な量のDCから授業で使うDCを

必要な時間に探し出す困難性。 

② 学校独自（教員独自）で DCを作成する技術と時間。 

③ 実体験・実験・実物と DC の組み合わせ方法。 

④ ソフトウエアの操作方法（担任１人での授業）。 

⑤ DC の利用度の向上。 

⑥ 授業で必要な DC とそれに関連したインタネットや

本などの情報源との関連およびミックスしたポー

タルサイトの必要性。 

最後に、本プロジェクトの最終目標は、安定した DC

を普及（提供・利用）することにより、児童生徒の学

力の向上に寄与することが何よりの最終課題である。 
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